
ステンドグラスの
諏訪ノ森駅旧駅舎
諏訪ノ森のまちの百年を支えてきた駅舎

地域のシンボルとして交流スペースを提供します

南海本線連続立体交差事業では、旧上り線ホームの西側に仮線路を敷設する際支障となっ

た旧駅舎を西側に仮設置しました。　高架工事完了後駅前の所定の場所に再移転して、正式

に保存活用事業が始まります。　また仮設置の間も、試験活用という名目で活用事業を実施し

ています。

　連続立体交差事業の実施主体であり、旧駅舎の仮設置先の土地を保有する堺市、建物と付

属設備を保有している南海電気鉄道株式会社、試験活用を実施する浜寺校区まちづくり協議

会の三者の間で協定を結んでいます。　その上で浜寺校区まちづくり協議会が、実施業務を

協議会の構成メンバーである特定非営利活動法人浜寺諏訪森を考える会に委託しています。

諏訪ノ森旧駅舎ご利用のしおり



駅舎内スペース配置図
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